
 

 

 

 

 

 

第１ 入間市の概要 
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１ 位置及び地勢 

 本市は、都心から４０キロメートル圏に位置する緑に恵まれたまちである。面積は、

４４．６９平方キロメートルで、東西９．３キロメートル、南北９．８キロメートルの

菱形をなしており、周囲は、埼玉県所沢市、狭山市、飯能市及び東京都青梅市、瑞穂町

にそれぞれ接している。 

 市域全体は、海抜６０メートルから２００メートルのややなだらかな起伏のある台地

と丘陵からなり、市東南端と西北端には、それぞれ狭山丘陵と加治丘陵とがあり、市域

の約１０分の１を占める茶畑とともに緑の景観を保っている。 

 また、市の西北部には荒川の主支流である入間川が流れ、中央部に霞川、南部に不老

川がそれぞれ東西に流れ、優れた景観をなしている。 

 地質は、地表が軽い埴質壌土で、地下は関東ローム層と呼ばれる砂壌土質の洪積火山

灰土でそれぞれ形成され、肥沃な地味は茶樹、野菜等の栽培に適している。 
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２ 沿革 

 入間市の市制施行は、昭和４１年１１月１日であったが、その歴史はかなり古くまで

さかのぼることができる。すでに、縄文時代に先人が住みついていたことは縄文式土器

の発掘によって明らかにされており、その中でも坂東山遺跡は最大で住居跡や土器等が

数多く発掘されている。 

 中世においては、武士団が勢力をもち入間市でも村山党の金子氏、宮寺氏及び丹党の

加治氏などが武蔵武士団の一員として活躍した。この時代の史跡として瑞泉院には、金

子氏一族の宝篋印塔がみられ、高正寺にも巨大な板碑が遺されている。 

 江戸時代当地方は、天領、藩領、旗本領と支配が入り混じっていたものの経済活動は

活発化していった。特に江戸末期において扇町屋は、穀物市や木綿市が立ち、地域経済

の拠点として栄えた。 

 明治期に入り、現在の入間市の原型ともいえる町村（豊岡町、金子村、宮寺村、藤沢

村、東金子村、元加治村、元狭山村）が成立し、また繊維工業のめざましい発展がみら

れた。戦後、町村合併が促進され、昭和３１年９月３０日、豊岡町、金子村、宮寺村、

藤沢村及び西武町の一部（旧東金子村）をもって合併し武蔵町が発足した。その後、昭

和３３年１０月、元狭山村の一部を合併し、昭和４１年１１月１日、埼玉県で２５番目

の市として「入間市」が誕生した。さらに、昭和４２年４月１日、西武町と合併し現在

の市域を構成するとともに首都圏近郊都市としての行政基盤が確立された。 

 

３ 人口動態 

（１）人口・世帯の推移（各年１月１日）      

 

令和７年１月１日現在の人口は１４３，４１６人で、減少傾向にあるが、世帯数は

増加している。 
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（２）人口動態推移     （単位：人） 入間市統計書 

（３）階級別人口（令和７年１月１日）  

 

（４）死因別の年次状況          （単位：人）  埼玉県保健統計年報 

 

※死亡総数には選択死因以外の死亡数を含む。 


